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もおか市議会だより

佐
藤
和
夫
議
員
︵
改
革
ク
ラ
ブ
︶

　
　
　
　

平
成
27
年
度
予
算
の
う
ち
、

　
　
　

地
域
情
報
通
信
基
盤
設
備
費
の

部
分
に
つ
い
て
、
反
対
の
立
場
か
ら
討

論
を
行
う
。

　

い
ち
ご
て
れ
び
は
、
資
本
金
４
億
１

０
０
０
万
円
、
真
岡
市
に
お
い
て
も
１

２
０
０
万
円
を
出
資
し
、
平
成
４
年
７

月
に
開
設
さ
れ
た
が
、
昨
年
の
７
月
に
、

運
営
が
大
変
難
し
く
な
り
、
昨
年
の
10

月
19
日
に
破
綻
し
て
し
ま
う
。
そ
の
理

由
は
、
破
綻
し
た
段
階
に
お
い
て
真
岡

市
全
体
で
約
１
１
・
２
％
し
か
加
入
者

が
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
10
月
24
日
の
臨
時

議
会
で
は
、
２
億
８
１
７
３
万
８
０
０

０
円
の
補
正
予
算
を
可
決
し
て
、
11
月

か
ら
市
で
運
営
し
た
い
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
平
成
27
年
の
予
算

支
出
の
総
額
は
、
２
億
５
４
０
０
万
円

を
予
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

余
り
に
も
膨
大
過
ぎ
る
た
め
、
反
対
を

す
る
も
の
で
あ
る
。

鶴
見
　
真
議
員
︵
真
政
ク
ラ
ブ
・
公
明
︶

　
　
　
　

平
成
27
年
度
予
算
に
つ
い
て
、

　
　
　

も
お
か
未
来
、
真
政
ク
ラ
ブ
・

公
明
の
２
会
派
を
代
表
し
て
賛
成
の
立

場
か
ら
討
論
を
行
う
。

　

平
成
27
年
度
当
初
予
算
は
、
井
田
市

政
に
と
っ
て
、
新
た
に
策
定
し
た
第
11

次
市
勢
発
展
長
期
計
画
の
初
年
度
と
な

る
が
、  
「
日
本
一
安
心
な
ま
ち
」
を
目

指
し
、
市
長
公
約
に
基
づ
く
施
策
を
着

実
に
実
現
し
て
き
て
い
る
こ
と
、
更
に

は
市
議
会
で
の
一
般
質
問
、
会
派
の
建

議
要
望
、
市
長
と
の
話
し
合
い
事
業
に

お
け
る
市
民
の
要
望
な
ど
に
も
真
摯
に

耳
を
傾
け
、
実
行
に
移
し
て
い
る
こ
と

に
対
し
て
高
く
評
価
す
る
。

　

第
11
次
市
勢
発
展
長
期
計
画
の
施
策

に
沿
っ
て
所
見
を
述
べ
る
。

　

 

「
暮
ら
し
や
す
さ
が
実
感
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
」
で
は
、
地
域
情
報
通
信
基

盤
設
備
事
業
に
お
い
て
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
の
番
組
充
実
化
や
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
に
よ
り
、
安
定
し
た
運
営
が

行
わ
れ
る
よ
う
、
期
待
す
る
。

　

 

「
学
び
と
歴
史
・
文
化
が
豊
か
な
心

を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、
小
・
中

学
校
の
教
育
に
お
い
て
、 「
小
学
校
外

国
語
活
動
支
援
員
」  

「
特
別
支
援
教
育

支
援
員
」
お
よ
び
「
複
数
担
任
制
の
た

め
の
非
常
勤
講
師
」
が
、
引
き
続
き
配

置
さ
れ
る
と
と
も
に
、
学
校
図
書
館
専

任
司
書
に
つ
い
て
も
、
小
学
校
の
モ
デ

ル
校
に
配
置
さ
れ
る
な
ど
、
き
め
細
か

な
指
導
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
対
し
高
く
評
価
す
る
。

　

 

「
思
い
や
り
と
安
心
に
満
ち
た
み
ん

な
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、
保
健

医
療
に
お
い
て
、
子
宮
頸
が
ん
・
ヒ
ブ
・

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接

種
に
つ
い
て
は
、
全
額
公
費
負
担
に
よ

り
継
続
実
施
す
る
と
と
も
に
、
乳
幼
児

と
小
学
児
童
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
１

歳
か
ら
就
学
前
の
お
た
ふ
く
か
ぜ
の
予

防
接
種
な
ど
、
任
意
接
種
に
つ
い
て
も

一
部
助
成
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
高

く
評
価
す
る
。

　
「
自
然
と
潤
い
が
あ
る
安
全
快
適
な

ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、
安
全
・
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、
防
災
対
策
と

し
て
、
防
災
用
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
や

避
難
所
用
防
災
備
蓄
倉
庫
等
の
整
備
が

推
進
さ
れ
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、

防
火
水
槽
お
よ
び
消
火
栓
の
設
置
に
取

り
組
ま
れ
る
な
ど
、
消
防
防
災
施
設
の

充
実
・
強
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
「
地
域
と
産
業
が
調
和
す
る
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、
観
光
の
振
興

に
お
い
て
、「
Ｓ
Ｌ
」「
も
お
か
木
綿
」「
井

頭
温
泉
」
等
を
柱
と
し
て
、
観
光
の
ま

ち
づ
く
り
が
重
点
的
に
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
対
し
高
く
評
価
す
る
。

　
「
市
民
の
知
恵
と
夢
で
拓
く
み
ん
な

の
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、
市
民
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
目
指

し
、
引
き
続
き
、「
み
ん
な
で
つ
く
る

地
域
づ
く
り
事
業
」
の
推
進
や
人
口
減

少
問
題
な
ど
へ
的
確
に
対
応
す
る
た
め

の
地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
な
ど
、
市

民
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
、
着

実
に
進
展
し
て
い
く
よ
う
念
願
す
る
。

　
「
効
率
的
で
市
民
に
わ
か
り
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、
少
子
高
齢
社
会

の
進
展
な
ど
に
よ
り
、
国
や
地
方
の
財

政
は
、
今
後
、
ま
す
ま
す
厳
し
さ
が
増

す
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
行
政
改
革

の
着
実
な
推
進
と
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

の
活
用
等
に
よ
り
、
事
業
の
重
点
化
を

図
り
な
が
ら
、
市
民
に
と
っ
て
わ
か
り

や
す
く
効
率
的
な
行
政
運
営
に
努
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
高
く
評
価
す

る
。
な
お
、
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
に
策
定
す
る
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
免
震
性
と
機
能
性
を
兼
ね
備
え
た

本
市
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
計
画
期
間

内
に
完
了
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

事
業
執
行
に
当
た
っ
て
は
事
業
の
必

要
性
、
優
先
性
、
緊
急
性
な
ど
に
十
分

留
意
し
な
が
ら
、
最
少
の
経
費
で
最
大

の
効
果
を
上
げ
る
べ
く
全
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
推
進
さ
れ
る
よ
う
期
待
す
る
。

 

飯
塚
　
正
議
員
︵
日
本
共
産
党
︶

　
　
　
　

平
成
27
年
度
予
算
に
つ
い
て
、

　
　
　

反
対
の
立
場
か
ら
討
論
を
行
う
。

　

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
で
、
個
人
市

民
税
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
、
法
人
市

民
税
が
減
額
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
反

対
で
あ
る
。
歳
出
で
は
、
自
衛
官
募
集

事
務
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
こ
ど
も
医

療
費
助
成
を
高
校
生
ま
で
拡
充
し
な
い

こ
と
、
企
業
立
地
促
進
事
業
費
補
助
金

等
の
予
算
を
計
上
し
て
い
る
こ
と
、
生

活
道
路
整
備
に
遅
れ
が
あ
る
こ
と
、小
・

中
学
校
の
施
設
整
備
や
修
繕
等
の
予
算

が
少
な
い
こ
と
、
指
定
無
形
民
俗
文
化

財
後
継
者
育
成
補
助
金
の
補
助
額
が
少

な
い
こ
と
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業

活
動
奨
励
費
の
交
付
額
が
少
な
い
こ
と

な
ど
に
反
対
で
あ
る
。

　

特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保
険
・

介
護
保
険
会
計
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
険

料
が
高
水
準
に
至
っ
て
い
る
こ
と
、
後

期
高
齢
者
医
療
会
計
で
、
医
療
行
政
を

国
の
言
い
な
り
で
進
め
て
い
る
こ
と
、

Ｉ
Ｃ
周
辺
開
発
事
業
会
計
で
、
第
５
工

業
団
地
の
分
譲
率
が
約
７
割
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
こ
と
に
反
対
で
あ
る
。

　

公
共
下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水

事
業
、
水
道
事
業
会
計
で
は
、
使
用
料

金
に
消
費
税
を
上
乗
せ
し
て
い
る
こ
と

に
反
対
で
あ
る
。

 

12

反
対

賛
成

反
対

平
成
27
年
度
予
算
に

対
す
る
討
論

議
案
に
対
す
る

議
案
に
対
す
る

討
　
議
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
橋
昇
議
員
︵
夢
ネ
ッ
ト
21
︶

　
　
　

平
成
27
年
度
予
算
に
つ
い
て
、

　
　
　

夢
ネ
ッ
ト
21
の
会
派
を
代
表
し

て
、
一
部
要
望
を
添
え
て
、
賛
成
の
立

場
か
ら
討
論
を
行
う
。

　

本
年
度
の
事
業
で
は
新
規
事
業
も
含

め
幅
広
い
分
野
で
の
施
策
に
、
市
長
の

意
気
込
み
と
優
し
さ
が
随
所
に
感
じ
ら

れ
る
。

　

こ
れ
よ
り
順
次
所
見
を
述
べ
て
い
く
。

初
め
に
、「
暮
ら
し
や
す
さ
が
実
感
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、
区
画
整
理

の
推
進
や
都
市
計
画
道
路
長
田
・
中
線

の
延
長
事
業
、
真
岡
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

番
組
の
充
実
を
図
り
、
安
定
し
た
運
営

に
取
り
組
む
よ
う
期
待
す
る
。

　

 

「
学
び
と
歴
史
・
文
化
が
豊
か
な
心

を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、
学
校
図

書
館
の
充
実
な
ど
、
学
力
向
上
に
大
き

く
前
進
す
る
も
の
と
期
待
す
る
。
ま
た
、

統
廃
合
に
よ
る
改
修
や
増
築
工
事
、
老

朽
化
に
伴
う
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
整

備
に
つ
い
て
、
本
年
度
に
設
計
が
着
手

さ
れ
る
こ
と
は
、
子
供
た
ち
も
喜
ん
で

い
る
こ
と
と
思
う
。
ま
た
、
旧
長
沼
北

小
に
つ
い
て
、
う
ま
く
利
用
は
で
き
な

い
も
の
か
、
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
ち
な
か
保
健
室
に
つ
い
て
は
行
政

面
で
Ｐ
Ｒ
を
図
り
、
さ
ら
な
る
利
用
者

が
増
え
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

芳
賀
赤
十
字
病
院
の
建
設
に
つ
い
て

は
、
予
定
ど
お
り
の
平
成
30
年
４
月
に
、

開
院
が
で
き
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

次
に
、「
自
然
と
潤
い
が
あ
る
安
全

快
適
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
安

全
な
水
道
水
の
配
水
管
の
整
備
や
、
完

全
な
安
定
供
給
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
つ

い
て
期
待
す
る
。

　

ご
み
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
減
量
化
と
資
源
化
の
促
進
を
掲
げ

て
い
る
の
で
、
今
後
は
、
ご
み
の
散
乱

に
よ
る
衛
生
面
で
の
配
慮
も
含
め
、
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
常
設
も
考
え
て
ほ
し
い
。

　

次
に
、「
市
民
の
知
恵
と
夢
で
拓
く

み
ん
な
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、

人
口
対
策
事
業
で
は
、
地
方
創
生
に
取

り
組
む
た
め
の
総
合
戦
略
プ
ラ
ン
を
作

成
す
る
と
の
こ
と
で
、
大
い
に
期
待
を

し
て
い
る
。
ま
た
、
縁
組
セ
ン
タ
ー
の

最
大
限
の
利
用
を
要
望
す
る
。

　

最
後
に
、「
効
果
的
で
市
民
に
わ
か

り
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
、

庁
舎
建
設
事
業
の
基
本
設
計
の
策
定
に

着
手
す
る
と
の
こ
と
な
の
で
、
早
急
に

進
め
、
予
定
ど
お
り
平
成
31
年
度
中
の

完
成
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

今
後
の
行
政
面
に
お
い
て
は
、
多
く

の
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
ぜ
ひ
本
市

の
明
る
い
将
来
の
た
め
、
日
本
一
安
心

な
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て
、
公
平
で
公

明
な
真
岡
市
を
掲
げ
、
推
進
し
て
い
く

こ
と
を
要
望
す
る
。

　

大
根
田
悦
夫
議
員
は
、
２
月
26

日
の
本
会
議
に
お
け
る
質
疑
・
一

般
質
問
に
お
い
て
、
冒
頭
、
不
穏

当
な
発
言
を
し
た
こ
と
か
ら
、
齊

藤
重
一
議
長
は
、
議
会
運
営
委
員

会
に
そ
の
取
扱
い
を
諮
問
し
ま
し

た
。

　

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、「
不
穏

当
な
発
言
と
認
め
、
そ
の
発
言
を

取
り
消
さ
せ
る
べ
き
」
と
の
結
論

に
至
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、

齊
藤
重
一
議
長
は
本
会
議
で
発
言

の
取
り
消
し
を
命
じ
ま
し
た
。
し

か
し
、
大
根
田
悦
夫
議
員
は
そ
の

発
言
の
取
り
消
し
命
令
を
拒
否
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
左
に
示

し
た
よ
う
に
懲
罰
動
議
が
提
出
さ

れ
、
懲
罰
特
別
委
員
会
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

　

懲
罰
特
別
委
員
会
で
は
、「
大
根

田
悦
夫
議
員
は
過
去
に
お
い
て
も
、

幾
度
と
な
く
不
穏
当
な
発
言
や
規

律
に
反
す
る
行
為
を
し
、
議
長
か

ら
厳
重
注
意
を
受
け
て
い
る
こ
と

等
を
踏
ま
え
、
大
根
田
悦
夫
議
員

の
言
動
は
、
議
場
の
秩
序
を
乱
し
、

議
会
の
品
位
を
傷
つ
け
る
も
の
で

あ
り
、
市
民
の
議
会
に
対
す
る
信

頼
を
損
な
う
も
の
で
あ
る
」

と
の
理
由
か
ら
、「
出
席
停
止
（
１

日
）」
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

　

13
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
懲

罰
特
別
委
員
会
委
員
長
か
ら
審
査

結
果
の
報
告
が
あ
り
、
採
決
の
結

果
、
懲
罰
が
可
決
（
賛
成
22
、
反

対
４
）
さ
れ
ま
し
た
。
大
根
田
悦

夫
議
員
は
議
長
か
ら
出
席
停
止
の

懲
罰
を
宣
告
さ
れ
、
直
ち
に
退
場

を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
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賛
成

　大根田悦夫議員は、２月２６日の
本会議における一般質問において、
冒頭、不穏当な発言をして、議長か
らその発言の取り消しを命じられた
にもかかわらず、拒否したことは誠
に遺憾である。
　大根田悦夫議員の行為は、地方自
治法第１２９条第１項及び真岡市議
会会議規則第５４条第１項に違反す
るものであり、また、過去において
も幾度となく不穏当な発言や規律に
反する行為をして、議長から厳重注
意を受けていること等を踏まえると、
懲罰を科すのが相当と思慮する。
　よって、地方自治法第１３５条第
２項及び真岡市議会会議規則第１５
１条第１項の規定により大根田悦夫
議員に対し懲罰を要求するものであ
る。

大根田悦夫議員に対する
懲罰動議

大
根
田
悦
夫
議
員
に
出
席
停
止
の
懲
罰

大
根
田
悦
夫
議
員
に
出
席
停
止
の
懲
罰

大
根
田
悦
夫
議
員
に
対
す
る

懲
罰
の
件


